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１ LIFEとは

１

○ 介護サービス利用者の状態や、介護施設・事業所で行っているケアの計画・内容などを一定の様式で入力すると、
インターネットを通じて厚生労働省へ送信され、入力内容が分析されて、当該施設等にフィードバックされる情報
システム

○ 介護事業所においてPDCAサイクルを回すために活用するためのツール



２ 対象サービス及び適用となる加算①（施設系）

２



２ 対象サービス及び適用となる加算②（通所・居住系）

３



３ LIFEによるデータ提出の方法と頻度

４

データ提出の方法

○ 各加算に応じて、個別計画書・様式等の必要項目の情報をシステム入力する。

○ データの登録は以下の２つの方法がある。

①LIFEとデータ連携が可能な介護記録ソフトを導入している場合

・ 介護記録ソフト等で様式等を作成する際に入力したデータをCSVファイル形式で出力し、LIFEへの

取り込みを行う。

・ 介護記録ソフトがLIFEのフォーマットでのCSVファイル出力に対応している必要がある。

②紙で運用している場合・介護記録ソフトがLIFE未対応の場合

・ LIFEの画面から手入力を行う。

データ提出の頻度

○ LIFEへデータ提出を行う頻度は、加算毎に定められている。
概ね３ヶ月もしくは６ヶ月に一度

○ 各加算におけるLIFEへの情報提出の頻度と項目の詳細
「科学的介護情報システム（LIFE）関連加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例の提
示について」（令和３年３月16日老老発0316第４号）において示されている。



４ LIFEに期待されるもの

５

介護施設・事業所がLIFEという仕組み（ツール）を活用してPDCAサイクルを回しながら、ケアの質の
向上に向けた取組を継続していくことを通して、科学的根拠に基づく質の高いケアを提供するとともに、
利用者の個別のニーズや希望をふまえてケアを提供できるようになることが期待される。



５ PDCAサイクル①

６

①介護施設・事業所の状況の把握を行う場合の観点

まず、LIFE活用に向けた体制等の準備を実施し、その後PDCAサイクルのC、現状の評価から始まり、改善、
計画、実行のサイクルを回す流れとなる。



５ PDCAサイクル②

７

②CHECK（評価）

○ 利用者の状態やケアの実績は、加算毎に評価を行う項目や頻度が定められている。

○ 具体的な項目や頻度については、下表の「参考資料」に記載の資料に記載されている。



５ PDCAサイクル③

８

③ACTION（ケアの見直し）

○ LIFEの活用等が要件に含まれる加算の算定に当たっては、LIFEへデータを提出するだけではなく、提出した
データやフィードバック情報を、ケアの見直しに活用することが求めれている。
○ フィードバック情報の解釈にあたり、一般的なデータの見方として、「他施設・事業所との比較」と「時
系列推移の確認」がある。

【他施設・事業所との比較】

○全国平均値と自施設・事業所との比較により、傾向に差異がある項目に着目して、その要因を考察するこ

とで改善が必要な事項に気づくきっかけになる。

・ 全国平均値との差異は、あくまでも自施設・事業所の特徴に気づくきっかけ。

・ 全国平均値と同程度であることが望ましい / 全国平均値へ近づけていく必要がある、ということではない

点に留意が必要。

・ 各指標の数値には、各介護施設・事業所で実施された取組や利用者毎の状況（例えば、入院があった、な

ど）等の様々な要因が複合的に影響するため、指標値がケアの良し悪しを直接反映するものではないことに

も、注意が必要。



５ PDCAサイクル④

９



５ PDCAサイクル⑤

10

【時系列推移の確認】

○過去からのデータの推移を確認により、変化の傾向に着目して、その要因を考察することで、改善が必要

な事項に気づくきっかけとなる。

・変化が生じていること、あるいは生じていないこと、それ自体は、ケアの良し悪しを表すものではない。

・利用者本人の意向や、実施してきた取組の内容と照らし合わせて、変化の傾向が合致しているかを確認し、

合致していない場合には、対応策を検討することが必要となる。

・フィードバック情報だけではなく、それぞれの利用者のケアの目的や意向、実施している取組の内容等、

各介護施設・事業所で管理しているその他の情報も踏まえて解釈し、ケアの見直しへつなげていくことが重

要。



５ PDCAサイクル⑥

11



５ PDCAサイクル⑦

12

④PLAN（計画書等の作成）

○ これまで紹介したような相対比較や時系列比較ができるためには、全国の各介護施設・事業所において、
統一された定義に基づいて 評価及び記録が実施されることが重要。
○ 介護施設・事業所では、利用者の評価に携わる職員が同じ定義に基づいて利用者の状態の評価が実施でき
るように、周知・浸透に向けた教育・研修等を実施することが望ましいと考えられる。



５ PDCAサイクル⑧

13

⑤DO（ケアの実施）

○ ケアの実施は、PLAN で作成した計画書等に基づいてケアを実施し、利用者の状態に変化があった場合等に
おいては、必要に応じて適宜計画の見直しを行う。

○ 大きな改善は、小さな改善の積み重ねにより生まれる。まずは取り組んでみて生じた変化を確認すること
で、小さな取組が段々と大きな改善へつながっていくことを意識する。



６ 取組事例

14

※詳しくは厚生労働省HPに掲載されている「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）の利活用に関する事例集をご確認ください。

URL https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00037.html

以下の事例を参考に、各施設・事業所において、 LIFEの利活用によるケアの質の向上に向けた取組に

ついて、検討・実践するようお願いします。



７ 参考となる資料

15
【厚生労働省「科学的介護」のホームページ】

URL https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00037.html


